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北海道はラベンダーやスズラン、特に北見では
ハッカなど香りと関連の深い地域です。香料の研
究を通して北海道の活性化に貢献・協力ができれ
ば幸いです。
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香りと化学構造の関係、香りと立体
異性体の関係、北見産ハッカを原料
としてた機能性緑色着色料の開発

香料化合物の合成、香料化合物の立体
異性体による香りの嗅ぎ比べ体験

スライドやパネルによる研究紹介、
香料化合物の嗅ぎ比べ、サンプルの
展示、香料化合物のにおい評価

香料化合物の合成と利用、天然物から
の着色料の開発
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研究分野

研究キーワード

SDGｓ

概要

アピールポイント

光学活性な(Z)-7-デセン-4-オリド類の合成と香気特性

●ライフサイエンス ●製造技術

γ-ジャスモラクトン、光学活性、香気特性、香料

　(Z)-７-デセン-4-オリドは立体異性体の間で異なる香気特性をもち、桃やネ
クタリン、マンゴーなどにそれぞれ異なる立体異性体比率で含まれています。
この比率の違いが果物特有の風味を創り出していることが知られています。ま
た、γ-ラクトン類は炭素数の違いや二重結合の有無が香気特性に影響すること
が報告されています。本研究では、炭素数や二重結合の位置が異なる類縁体を
合成し香気特性を調査しました。二重結合の位置によりフルーティーやフロー
ラルなど異なる香調を示し、炭素数を増すとグリーンな香調を示しました。

・高い光学純度での合成
・安価に生産することができる
・新しい香りの創生
・未知の香気特性の究明
・未知の生物活性の調査
・合成の簡便さ
・フレーバーやフレグランスへの応用利用
・フレーバー (食品香料)
・フレグランス (化粧品香料)
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Sample Odor profilea)

a) Odor profile was evaluated on blotters. Neat samples were taken on blotters.
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